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【選定方針１】
奈良市らしさ

【選定方針２】
保全活用の課題

多 

少 

高 低 

重要眺望景観候補について 

１．重要眺望景観の選定方針への適合状況の整理 

重要眺望景観の選定方針への適合状況の整理は、それぞれ以下の考え方に基づき行なった。 

 

【選定方針１】 

１-１ 目に見える景観の特性 

 市民をはじめとした多くの人々が、眺望景観の重要性を共有するためには、眺望景観のなかに視認できる歴史文化遺産

の重要性の共有化が不可欠となる。そこで、様々な媒体、発行元から提供される既存資料のうち、「公共の組織・団体等が

整理している資料」「写真等を大量に所蔵している資料」「歴史的に価値があると既に評価されている世界遺産、文化財等

が掲載された資料」として、表３の資料を利用し、より多くの人々がその重要性を共有できると感がえられる歴史文化資

産を抽出した。 
 その結果、63の歴史文化遺産を抽出した。そのうち、特にその重要性が共有され易いと考えられる歴史文化遺産として
5つ以上の資料で取り上げられている24の歴史文化遺産を抽出した（表４）。 
 24の歴史文化遺産を「歴史的建造物」「自然的環境」「史跡地」の３種類に分類し、各種別が眺望景観のなかで視認でき
るかどうかで、目に見える景観の特性を評価した。 
 

１-２ 心で感じる景観の特性 

 視点場及び視対象の歴史的背景の記載の可否、視点場及び視対象の人々の活動や伝説の記載の可否、眺望景観の構成要

素の関係の記載の可否から評価した。 
 
１-３ 情報としての景観の特性 

 視点場及び視対象のそれぞれの「観光情報」「文学・芸術作品」「インベントリー」の有無から評価した。 
 

【選定方針２】 

 既に阻害されている眺望景観や、阻害のおそれの高い眺望景観に対して、重点的な保全活用施策を講じることが求めら

れる。 
 「奈良市らしい眺望景観」第一次選定候補の 39 事例の分析を通じ、眺望景観の抱える課題を抽出した。その上で、そ
れらの課題について、「対応の難しさ」「阻害のおそれ」の２点から課題を整理し、「阻害のおそれが高い又は既に阻害され

おり、対応が可能な課題」（以下「重点課題」という。）を抽出した。（表５及び図２） 
 眺望景観の保全・再生・活用の必要性を重点課題への該当数から評価した。 
 

【選定方針３】 

 「ならNPOねっと 奈良県のNPO法人情報」（奈良県くらし創造部協働推進課ボランティア・NPO係）をもとに、
特定非営利活動促進法に基づき特定非営利法人（NPO 法人）に認定されている法人のうち、特に歴史・文化、まちづく
り、観光に係る分野で活動している 17法人（歴史・文化分野 8法人、まちづくり分野 6法人、観光分野 3法人）を抽出
した。（表６、図３） 
 奈良市市民企画事業（平成18年度～平成21年度）、奈良市ボランティアセンター「登録ボランティアグループ」、奈良
県の「奈良県地域づくり団体協議会加盟団体」、「奈良・もてなしのまちづくりモデル地区」、「奈良ボランティアネット」 
「町家などの歴史的な建築物を活かしたまちづくり／まちづくり組織等」の各資料をもとに、NPO 法人以外の市民団体
で、歴史・文化、まちづくり、観光に係る分野で活動している団体19団体を抽出した。（表７、図３） 
 地区計画については、現在28地区、合計約179.3haにおいて、地区計画が決定されている。また、平成22年12月22
日には奈良県景観住民協定に基づき、学園北一丁目街づくり住民協定が締結されている。（表８、９） 

２．重要眺望景観候補の抽出 

 重要眺望景観候補の選定経過を表１に示す。 
 選定方針１及び選定方針２について、それぞれ該当数をもとにA～Cの３段階で評価した。それらをもとに、重要眺望
景観の選定の第一次候補を17事例抽出した。第一次候補17事例は図１のように整理できる。 
 そのうち、図１の結果と選定方針３への適合状況を勘案して、表２に示す12事例を重要眺望景観候補とする。 
 

３．重要眺望景観の選定について 

 ここで抽出された重点眺望景観候補12事例については、今年度中に保全活用の方針案を作成する。 
 次年度以降、市民懇談会を開催するとともに、「奈良市眺望景観保全活用基本方針」とともにパブリックコメントを実施

し、広く市民意見を募集することとする。 
 有識者会議、庁内調整会議を併行して開催しながら、それぞれの眺望景観について、具体的な区域の設定や制度措置、

事業計画等を含めた眺望景観保全活用計画を平成24年３月に策定していくことを予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 選定方針１及び２への適合状況に基づく「奈良市らしい眺望景観」第一次選定候補の整理

「目に見える景観の特性」「心で感じる景観の特性」「情報としての景観の特性」からみて、特に

奈良市らしいと認められる眺望景観 

「保全の課題」「再生の課題」「活用の課題」からみて、特に重点的に保全・再生・活用に取り組

むべき眺望景観 

視点場周辺における住民活動等と一体的に取り組むことにより、より効果的なまちづくりが期待

できる眺望景観 

重要眺望景観選定候補 

資 料 ３ 

第一次候補 
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表１ 重要眺望景観候補の選定 

選定方針３

目に見える
景観の特性

心で感じる
景観の特性

情報としての
景観の特性

選定方針１の
総評

保全の課題 再生の課題 活用の課題
選定方針２の
総評

住民活動など

1 奈良県庁屋上広場から奈良市街地、山並み、社寺等への眺望 A A B A C B C C ―

2 大仏池池畔からの東大寺大仏殿への眺望 B B B B C B C C ―

3 東大寺二月堂裏参道から東大寺二月堂への眺望 B B B B C C C C ―

4 東大寺二月堂からの奈良市街地への眺望 B B B B B C C B ―

5 若草山からの奈良市街地への眺望 B A B B C C C C ―

6 奈良奥山ドライブウェイからの東大寺大仏殿への眺望 B B B B C C B C ―

7 白毫寺からの奈良市街地への眺望 B B B B B C C B ―

8 奈良奥山ドライブウェイ展望所からの奈良盆地への眺望 C B C C C C C C ―

9 奈良町からの興福寺五重塔への眺望 B A B B B A A A 第一次候補 ＮＰＯ法人さんが俥座、奈良町座など 最終候補

10 奈良町からの春日山等の山並みへの眺望 B A B A B A A A 第一次候補 ＮＰＯ法人さんが俥座、奈良町座など 最終候補

11 荒池池畔からの興福寺五重塔、春日山及び御蓋山への眺望 B A A A B C B B 第一次候補 ― 最終候補

12 知事公舎前道路から依水園及び若草山への眺望 B A B B C C B C ―

13 一般道路から東大寺戒壇院への眺望 B C B B C B B B ―

14 春日野園地及び浮雲園地から若草山、東大寺大仏殿、東大寺南大門への眺望 B A B B C C C C ―

15 鷺池池畔から浮見堂への眺望 A C B B C C B C ―

16 猿沢池池畔から興福寺五重塔・南円堂への眺望 A A A A B B C B 第一次候補 ― 最終候補

17 三条通から春日大社一の鳥居及び春日山・御蓋山への眺望 A A A A A A A A 第一次候補 三条通地区地区計画 最終候補

18 大宮通りから若草山への眺望 B B B B A A B A 第一次候補 ―

19 県道754号から東大寺大仏殿への眺望 A B B B B A B A 第一次候補 ― 最終候補

20 若草中学校・鴻ノ池(西安の森)付近から東大寺大仏殿、興福寺五重塔、若草山や生駒山系の山並みへの眺望 A B B B A A A A 第一次候補 ― 最終候補

21 大宮橋から若草山への眺望 B A B A B C B B 第一次候補 ― 最終候補

22 水上池池畔から若草山等への眺望 B A B B B B B B ―

23 平城宮跡から若草山等への眺望 A A A A A B C A 第一次候補 ＮＰＯ法人平城宮跡サポートネットワーク 最終候補

24 平城宮跡から大極殿、朱雀門等への眺望 B B B B C B C C ＮＰＯ法人平城宮跡サポートネットワーク

25 近鉄奈良線から平城宮跡、大極殿、朱雀門への眺望 B B B B C C C C ―

26 歴史の道から垂仁天皇陵への眺望 C A C B B C C B ―

27 大池（勝間田池）池畔から薬師寺三重塔への眺望 A B A B A C B A 第一次候補 ― 最終候補

28 薬師寺境内から薬師寺堂塔への眺望 B A A A C C B B 第一次候補 ―

29 唐招提寺境内から唐招提寺堂塔への眺望 B A A A C C B C ―

30 秋篠川堤防から薬師寺三重塔への眺望 B A B B A A B A 第一次候補 ― 最終候補

31 あやめ新橋から若草山への眺望 B A B B C A B B ―

32 山村町バス停から奈良市街地、若草山への眺望 B B B B A B A A 第一次候補 ―

33 旧柳生藩家老屋敷・柳生集落からの柳生地域の歴史文化遺産への眺望 B A B B B A B A 第一次候補 ― 最終候補

34 県道80号から沿道の茶畑、田園風景への眺望 C B C C B B B B 田原総合研究所（ＴＡＳＫ２１）

35 貝那木山城跡から都祁の里への眺望 C A C B A B B A 第一次候補 ―

36 三陵墓古墳群史跡公園から都祁野盆地への眺望 C A C C A B B A ―

37 展望台から月ヶ瀬梅林への眺望 B B B B B C C B ―

38 霊山寺境内から大和平野への眺望 C B C C A C A A ―

39 追分梅林から奈良市街地及び山並みへの眺望 B B B B B B A A 第一次候補 ―

A：2種以上含
む
B：1種含む
C：含まない

A：4～5項目
該当
B：2～3項目該
当する
C：該当数１項
目以下

A:5～6項目該
当
B：2～4項目該
当
C：該当数1項
目以下

A：合計点数が20～
30点
B：合計点数が10～
19点
C：合計点数が0～9
点

A:該当数5項
目以上
B：2～4項目該
当
C：該当数1項
目以下

A:該当数2項
目以上
B：該当数1項
目
C：該当なし

A:該当数2項
目以上
B：該当数1項
目
C：該当なし

A：合計該当数が5
項目以上
B：合計該当数が2
～4項目
C：合計該当数が1
項目以下

「A-B」「B-A」「A-A」
の組み合わせとする

番号 眺望景観の名称

重要眺望景観の選定方針

総合評価
（重要眺望景観候補）

選定方針１ 選定方針２
選定方針１及び２か
らの選定候補
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表２ 重要眺望景観候補一覧 
No.9 奈良町からの興福寺五重塔への眺望 
 

No.17 三条通から春日大社一の鳥居及び春日山・御蓋山への眺望 
 

No.23 平城宮跡から若草山等への眺望 
 

No.10 奈良町からの春日山等の山並みへの眺望 
 

No.19 県道754号から東大寺大仏殿への眺望 
 

No.27 大池（勝間田池）池畔から薬師寺三重塔への眺望 
 

No.11 荒池池畔からの興福寺五重塔、春日山及び御蓋山への眺望 
 

No.20 若草中学校・鴻ノ池（西安の森）付近から東大寺大仏殿、興福寺五重塔、
若草山や生駒山系の山並みへの眺望 
 

No.30 秋篠川堤防から薬師寺三重塔への眺望 
 

No.16 猿沢池池畔から興福寺五重塔・南円堂への眺望 
 

No.21 大宮橋から若草山への眺望 
 

No.33 旧柳生藩家老屋敷・柳生集落からの柳生地域の歴史文化遺産への眺望 
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【参考図表】 

表３ 活用した資料 

No 媒体 名 称 発 行 ／ 発行年 

１ CD-R なら写真ガイド （社）奈良市観光協会 － 

２ DVD 古都奈良の世界遺産 （社）奈良市観光協会 － 

３ 奈良市観光情報センター （社）奈良市観光協会 2009年3月現在 

４ 奈良の景観 宝地図 奈良県 2009年3月現在 

５ 

HP 

奈良の眺望景観調査 奈良県 2009年3月現在 

６ 奈良市観光マップ 奈良市 － 

７ 奈良 花ごよみ春・夏 奈良市 2008年3月 

８ 

パンフ

レット 

世界遺産 古都奈良の文化財 奈良市 2008年3月 

９ 冊子 第１回奈良市緑の基本計画 市民懇話会成果 奈良市 2007年11月 

10 写真集 あなたが選ぶリクエスト展「もう一度見たい入江作

品」 

財団法人ならまち振興財

団 

2008年3月 

11 なぜなぜ奈良の世界遺産 奈良市写真美術館 2007年１月 

12 

書籍 

世界遺産のあるまち奈良 （社）奈良市観光協会 2007年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 重要性が共有され易いと考えられる歴史文化遺産 

掲載情報 歴史文化遺産の種類 
No 名称 

計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 歴史的建造物 自然的環境 史跡地 

1 唐招提寺 11 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   

2 春日大社 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○   

3 興福寺 ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○   

4 東大寺 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○   

5 薬師寺 

10 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○   

6 若草山 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○  ○  

7 元興寺 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○   

8 奈良公園 ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○  ○  

9 平城宮跡 

9 

― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○   ○ 

10 秋篠寺 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○   

11 春日山原始林 ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○  ○  

12 白毫寺 

7 

○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ○   

13 依水園 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○  ○  

14 浮見堂 ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○   

15 海竜王寺 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○   

16 新薬師寺 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○   

17 月ヶ瀬梅林 ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ―  ○  

18 法華寺 

6 

○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○   

19 旧柳生藩陣屋跡 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ○   

20 西大寺 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ○   

21 猿沢池 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ―  ○  

22 正暦寺 ○ ― ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○   

23 正倉院（東大寺） ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○   

24 般若寺 

5 

○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― ○ ○   
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し
な
い
形
態
・
意
匠
の
建
築
物
等
の
建
築
等
の
お
そ
れ

が
あ
る
。

●
景
観
形
成
重
点
地
区
の
指
定
な
ど
に
よ
る
景
観
の
誘
導
　
な
ど

A
-
3

4
3

幟
や
屋
外
広
告
物
等
の
乱
立
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
景
観
保
全
型
広
告
等
整
備
地
区
の
指
定
、
屋
外
広
告
物
禁
止
区
域
の
追
加
指
定

A
-
4

5
4

●
都
市
計
画
区
域
外
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定

●
農
空
間
保
全
の
た
め
の
制
度
創
設

●
歴
史
的
風
土
保
存
区
域
の
新
た
な
指
定
や
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
へ
の
格

上
げ
に
向
け
た
検
討
　
な
ど

水
面
の
埋
立
て
や
資
材
置
場
等
の
立
地
な
ど
に
よ
り
、
広
が
り
の
あ

る
眺
望
景
観
が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
景
観
形
成
重
点
地
区
の
指
定
な
ど
に
よ
る
行
為
の
規
制
、
景
観
の
誘
導
　
な
ど

B
-
2

2
1

農
地
転
用
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
と
農
地
の
際
の
景
観
が
乱
れ
、
眺

望
景
観
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
緑
化
規
定
の
追
加
な
ど
に
よ
る
土
地
利
用
の
際
（
き
わ
）
の
景
観
形
成
　
な
ど

B
-
3

4
4

眺
望
景
観
に
映
り
こ
む
公
園
施
設
や
史
跡
整
備
等
が
、
眺
望
景
観
を

阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
眺
望
景
観
に
配
慮
し
た
事
業
の
実
施
　
な
ど

C
-
1

5
1

道
路
標
識
や
案
内
板
等
の
道
路
施
設
が
眺
望
景
観
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

●
景
観
重
要
公
共
施
設
と
し
て
整
備
方
針
を
設
定
す
る
な
ど
、
眺
望
の
視
点
か
ら

道
路
標
識
や
案
内
板
な
ど
の
設
置
方
法
に
つ
い
て
の
規
定
の
整
備
　
な
ど

C
-
2

4
2

歴
史
的
な
建
築
物
・

工
作
物
等
に
つ
い
て
町
家
や
農
家
住
宅
、
石
畳
、
石
積
み
や
練
壁
・
土
壁
な
ど
の
歴
史
的

な
建
築
物
や
工
作
物
が
失
わ
れ
て
い
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
景
観
重
要
建
造
物
等
の
指
定
や
文
化
財
の
指
定
等
な
ど
、
歴
史
的
な
建
築
物
や

工
作
物
等
の
保
全
・
助
成
制
度
の
活
用
　
な
ど

D
-
1

5
4

庭
木
や
生
垣
が
伐
採
、
枯
死
、
又
は
繁
茂
し
て
眺
望
景
観
が
変
容
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
景
観
重
要
樹
木
の
指
定
や
庭
木
・
生
垣
助
成
な
ど
に
よ
る
庭
木
や
生
垣
等
の
適

切
な
管
理
の
推
進
　
な
ど

E
-
1

5
3

街
路
樹
や
並
木
の
繁
茂
や
強
剪
定
な
ど
に
よ
り
、
眺
望
景
観
が
変
容

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
景
観
重
要
公
共
施
設
と
し
て
の
整
備
方
針
や
剪
定
方
針
の
設
定
等
に
よ
る
街
路

樹
や
並
木
等
の
適
切
な
管
理
の
推
進
　
な
ど

E
-
2

4
3

山
林
の
立
ち
枯
れ
、
樹
林
や
草
木
の
繁
茂
、
植
生
の
変
容
な
ど
に
よ

り
、
眺
望
景
観
が
変
容
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
森
林
再
生
事
業
の
実
施
や
市
民
参
加
型
の
森
林
管
理
な
ど
に
よ
る
山
林
・
樹
林

地
・
草
地
等
の
適
切
な
管
理
の
推
進

E
-
3

3
3

水
質
の
悪
化
や
水
生
生
物
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
良
好
な
眺
望
景
観

が
変
容
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
各
種
事
業
や
市
民
参
加
型
の
清
掃
・
管
理
等
に
よ
る
水
質
保
全
の
推
進

E
-
4

3
1

作
付
作
物
の
変
化
や
耕
作
放
棄
、
農
地
転
用
な
ど
に
よ
り
、
眺
望
景

観
が
変
容
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

●
農
業
振
興
等
の
生
業
支
援
等
の
推
進
　
な
ど

E
-
5

2
2

■
再
生
の
課
題

課
題
の
種
類

課
題
（
阻
害
状
況
）

対
応
方
針

記
号

対
応
の

難
し
さ
阻
害
の

お
そ
れ

●
当
該
建
築
物
等
の
今
後
の
建
替
等
の
際
に
景
観
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
、
行
為
の

制
限
や
基
準
等
の
設
定

●
必
要
な
場
合
は
、
所
有
者
等
と
の
協
議
及
び
補
助
に
よ
る
除
去
の
推
進
　
な
ど

塔
屋
や
屋
上
広
告
物
等
の
形
態
・
意
匠
・
色
彩
が
、
眺
望
景
観
を
阻

害
し
て
い
る
。

●
当
該
建
築
物
等
の
今
後
の
建
替
等
の
際
に
景
観
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
、
行
為
の

制
限
や
基
準
等
の
設
定
　
な
ど

F
-
2

1
5

周
囲
と
調
和
し
な
い
形
態
・
意
匠
の
建
築
物
等
が
眺
望
景
観
の
質
を

低
下
さ
せ
て
い
る
。

●
当
該
建
築
物
等
の
今
後
の
建
替
等
の
際
に
景
観
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う
、
行
為
の

制
限
や
基
準
等
の
設
定
　
な
ど

F
-
3

2
5

●
景
観
保
全
型
広
告
等
整
備
地
区
の
指
定
、
屋
外
広
告
物
禁
止
区
域
の
追
加
指
定

●
集
合
看
板
の
設
置
の
推
進
　
な
ど

●
土
地
利
用
の
際
（
き
わ
）
の
景
観
づ
く
り
の
誘
導

●
必
要
な
場
合
は
、
所
有
者
等
と
の
協
議
及
び
補
助
に
よ
る
修
景
の
推
進
　
な
ど

電
線
類
な
ど
の
道
路
施
設
が
映
り
こ
む
。

●
電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
　
な
ど

H
-
1

5
5

大
規
模
な
構
造
物
等
が
映
り
こ
む
。

●
眺
望
景
観
の
阻
害
感
を
軽
減
す
る
よ
う
な
修
景
の
実
施
　
な
ど

H
-
2

1
5

自
然
的
環
境
に
つ
い

て
山
林
の
立
ち
枯
れ
、
樹
林
や
草
木
の
繁
茂
、
植
生
の
変
容
な
ど
が
み

ら
れ
る
。

●
森
林
再
生
事
業
の
実
施
や
市
民
参
加
型
の
森
林
管
理
な
ど
に
よ
る
山
林
・
樹
林

地
・
草
地
等
の
適
切
な
管
理
の
推
進
　
な
ど

I
-
1

3
5

■
活
用
の
課
題

課
題
の
種
類

課
題
の
内
容

対
応
方
針

記
号

●
観
光
マ
ッ
プ
等
と
連
携
し
た
情
報
発
信

●
心
で
感
じ
る
景
観
の
特
性
を
意
識
し
た
案
内
板
の
設
置
や
情
報
発
信
　
な
ど

視
点
場
の
整
備
に
つ

い
て

視
点
場
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

●
案
内
板
や
休
憩
施
設
の
整
備
な
ど
の
視
点
場
整
備
事
業
の
実
施
　
な
ど

Ｋ
-
1

視
点
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て

ア
ク
セ
ス
が
整
っ
て
い
な
い
。

●
周
囲
の
資
産
の
発
掘
の
推
進
及
び
そ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
た
観
光
ル
ー
ト
の
設

定
と
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
　
な
ど

Ｌ
-
1

公
共
建
築
物
・
工
作

物
等
の
高
さ
・
規

眺
望
景
観
の
認
知
に

つ
い
て

眺
望
景
観
と
し
て
十
分
に
認
知
・
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｊ
-
1

F
-
1

幟
や
屋
外
広
告
物
等
が
映
り
こ
ん
で
い
る
。

F
-
4

土
地
利
用
に
つ
い
て
農
地
転
用
に
よ
る
建
築
物
等
が
農
地
の
な
か
に
浮
き
立
っ
て
見
え

る
。

G
-
1

公
共
建
築
物
・
工
作

物
等
の
規
模
・
形

態
・
意
匠
等
に
つ
い

て 自
然
環
境
に
つ
い
て

建
築
物
・
工
作
物
・

屋
外
広
告
物
等
の
規

模
・
形
態
・
意
匠
等

に
つ
い
て

視
対
象
の
前
景
や
背
景
に
建
築
物
等
が
映
り
こ
ん
で
い
る
。

建
築
物
・
工
作
物
・

屋
外
広
告
物
等
の
規

模
・
形
態
・
意
匠
等

に
つ
い
て

塔
屋
や
屋
上
広
告
物
等
の
形
態
・
意
匠
・
色
彩
が
、
眺
望
景
観
を
阻

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

A
-
2

土
地
利
用
に
つ
い
て

農
地
転
用
に
よ
り
農
地
の
広
が
り
感
が
失
わ
れ
た
り
、
大
規
模
な
建

築
物
等
が
立
地
し
、
眺
望
景
観
の
中
に
大
き
く
映
り
込
む
お
そ
れ
が

あ
る
。

B
-
1

4

1
5

5 2

5

2
54

4

上
記
の
各
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
２
点
か
ら

評
価
を
行
っ
た
。

①
阻
害
の
お
そ
れ
（５
段
階
）

　
　
　
５
：
既
に
阻
害

　
　
　
４
：
阻
害
の
お
そ
れ
が
高
い

　
　
　
３
：
阻
害
の
お
そ
れ
が
や
や
高
い

　
　
　
２
：
阻
害
の
お
そ
れ
が
や
や
低
い

　
　
　
１
：
阻
害
の
お
そ
れ
が
低
い

（※
）法
的
担
保
の
状
況
、
開
発
圧
力
等
の
変

容
速
度
な
ど
を
も
と
に
判
断

②
対
応
の
難
し
さ
（５
段
階
）

　
　
　
５
：
現
状
で
は
対
応
不
可
能

　
　
　
４
：
対
応
が
困
難

　
　
　
３
：
対
応
が
や
や
困
難

　
　
　
２
：
対
応
が
や
や
容
易

　
　
　
１
：
対
応
が
容
易

（※
）関
連
す
る
主
体
数
や
部
局
間
連
携
の
必

要
性
、
広
域
性
な
ど
を
も
と
に
判
断

高

【
阻
害
の
お
そ
れ
】

低

【
対
応
の
難
し
さ
】

困
難

容
易

●
 Ａ
-
1

●
Ａ
-
2

●
 Ａ
-
3

●
 Ａ
-
4

●
 B
-
2

●
 B
-
1

●
 B
-
3

●
 C
-
1

●
 C
-
2

●
 D
-
1

●
 E
-
1

●
 E
-
2

●
 E
-
3

●
 E
-
4

●
 E
-
5

●
 F
-
1

●
 F
-
2

●
 F
-
3

●
 F
-
4

●
 G
-
1

●
 H
-
2

●
 H
-
1

●
 I-
1

（
既
に
阻
害
）

既
に
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
対

応
が
容
易
な
も
の

既
に
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
対

応
が
困
難
な
も
の

既
に
阻
害
さ
れ
て
お
り
、
現

状
で
は
対
応
が
不
可
能
な

も
の

阻
害
の
お
そ
れ
が
高
く
、
対

応
が
容
易
な
も
の

阻
害
の
お
そ
れ
が
低
く
、
対

応
が
容
易
な
も
の

阻
害
の
お
そ
れ
が
低
く
、
対

応
が
困
難
な
も
の

阻
害
の
お
そ
れ
が
高
く
、
対

応
が
困
難
な
も
の

表
５
 
課
題
の
整
理
一
覧
 

図
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表６ ＮＰＯ法人一覧 

 
 ＮＰＯ法人の了解を得ていないので、掲載していません。 
    
 
 
 
表７ その他市民活動団体一覧 

 
 市民活動団体等の了解を得ていないので、掲載していません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7 

 
図３ 特定地域を主対象として活動している団体の活動地域の分布 

表８ 地区計画一覧 

地区名 面積 最終告示日 地区整備計画の内容 

JR奈良駅周辺地区計画 約10.2ha 昭和63年12月6日 － 

近鉄西大寺駅北地区計画 約4.2ha 平成13年 5 月15日 用途、建ぺい率、敷地面積、壁面の位置、形態・意匠 

東登美ヶ丘一丁目地区計画 約6.7ha 平成15年 8 月21日 用途、敷地面積 

近鉄学園前駅南地区計画 約1.1ha 平成 5 年 5 月25日 用途、形態・意匠、地区施設（道路・緑地） 

近鉄列車基地地区計画 約10.4ha 平成 4 年12月25日 用途、形態・意匠 

ならやま研究パーク地区計画 約5.9ha 平成 8 年 7 月 1 日 用途、壁面の位置、形態・意匠、地区施設（道路） 

大倭町地区計画 約4.6ha 平成 8 年 7 月 1 日 用途、地区施設（道路・公園） 

三碓五丁目地区計画 約5.9ha 平成15年 8 月21日 

用途、容積率、建蔽率、敷地面積、壁面の位置、

最高高さ、形態・意匠、垣・さくの構造、地区施

設（道路・公園・緑地） 

三条通地区地区計画 約3.9ha 平成 9 年10月27日 用途、壁面の位置、形態意匠 

百楽園五丁目地区計画 約0.9ha 平成15年 8 月21日 用途、敷地面積、壁面の位置、形態・意匠 

西大寺東町一丁目地区計画 約1.7ha 平成15年 8 月21日 
用途、建蔽率・敷地面積、壁面の位置、最高高さ、

形態・意匠 

富雄川西二丁目地区計画 約4.2ha 平成15年 8 月21日 用途、敷地面積、垣・さくの構造 

登美ヶ丘北地区計画 約25.8ha 平成15年 6 月 8 日 

用途、容積率、建蔽率、敷地面積、壁面の位置、

形態・意匠、垣・さくの構造、地区施設（歩行者

専用道路・歩道） 

押熊町地区計画 約8.8ha 平成20年 8 月15日 用途、敷地面積、地区施設（道路） 

北登美ヶ丘六丁目北部住宅地地区

計画 
約2.9ha 平成16年11月26日 用途、敷地面積 

押熊町西地区地区計画 約2.3ha 平成19年 3 月 9 日 用途、敷地面積 

登美ヶ丘駅周辺地区計画 約6.8ha 平成17年 2 月25日 
用途、容積率、敷地面積、壁面の位置、地区施設

（公共空地） 

リンクス東紀寺地区計画 約1.6ha 平成19年 3 月22日 用途、敷地面積、壁面の位置、最高高さ 

東登美ヶ丘六丁目地区計画 約10.5ha 平成20年 8 月15日 用途、敷地面積、最高高さ 

あやめ池遊園地跡地地区計画 約20.8ha 平成19年12月21日 
用途、敷地面積、壁面の位置、形態・意匠、垣・

さくの構造、地区施設（公園・緑地・公共空地） 

鶴舞西町地区地区計画 約7.0ha 平成20年 4 月14日 用途、壁面の位置、最高高さ 

近鉄西大寺駅南地区地区計画 約6.1ha 平成20年 4 月14日 
用途、敷地面積、壁面の位置、形態・意匠、垣・

さくの構造 

学研奈良登美ヶ丘駅西地区地

区計画 
約5.2ha 平成21年12月 4 日 

用途、容積率、壁面の位置、高さ、形態・意匠、

垣・さくの構造 

学研奈良登美ヶ丘駅西部住宅

地地区計画 
約15.8ha 平成21年12月 4 日 敷地面積 

二名町地区計画 約2.1ha 平成21年12月 4 日 
用途、敷地面積、壁面の位置、形態・意匠、垣・

さくの構造 

押熊町北地区地区計画 約1.1ha 平成22年 3 月16日 用途、敷地面積 

西大寺栄町地区計画 約1.8ha 平成22年 8 月 3 日 用途、容積率、壁面の位置 

合 計 約 179.3ha   

 
表９ 景観に関する協定一覧 

制度 協定の名称 協定の地区 協定の主体 認可日 協定の内容 

奈良県景

観住民協

定 

学園北一丁

目街づくり

住民協定 

学園北一丁

目地区全域 

奈良市学園北

一丁目自治会 

平成 22 年 

12 月 22 日 

駅前の商業地域と住宅地が近接する地区におい

て定められた協定である。 

〈主な協定項目〉 

・商業地域にあっては、建物の高さを、隣接する

ビルとのスカイラインに配慮したものとするこ

と。 

・住宅地にあっては、街並みの雰囲気を損なわな

いよう、植栽等を管理すること。     など 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 地区計画の分布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


